
坂本城と

　　明智光秀
Ｉ．坂本城の位置と構造

　　　　　　　　平成22年５月作成

ｄ

坂本城を考える会



坂本城の位置

　　坂本城は下阪本に築城された

。
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Ｅ　東国から京都への荷物の上陸地点であった下阪本を押さえることで湖上交通

・交易の確保を図Ｅ

Ｅり

、坂本と延暦寺とのつながりを断ち切るため
、坂木城は下阪本に築城された 。　　　　　　　
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　　文献史料や考古資料から

、坂本城は大津市下阪本の地にあったと考えられている
。

　　この地に、織田信長の命により明智光秀によって坂本城が築城されたのは

、
東国から京

　都への荷物の上陸地点であった下阪本を押さえることで湖上交通・交易の確保を図
ったこ

　と

、また坂本と比叡山延暦寺とのつながりを断ち切るためとされる
。その後、坂本城は焼

　け落ち、豊臣秀吉の命により丹羽優秀によって再建されたが

、湘南の要地として浜大津が

　浮上し
、さらに秀吉は延暦寺に対して監視から保護へと政策転換したために

、浅野畏敬に

　より、坂本城は棄城され大津城へ移転したとされる

。

　　すなわち

、
東国から琵琶湖の海運を使っての交易は

、後に琵琶湖⇒浜大津⇒逢坂越⇒京

　都・大阪へのルートに変更されるまでは

、琵琶湖⇒坂本⇒白鳥越・青山越⇒修学院（古道

　越）又は琵琶湖⇒坂本⇒志賀越・山中越⇒京都白川（今道越）のルートが用いられていた

。



坂本城関係発掘調査位置図
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礎石・焼土

闇中石垣延長ライン

礎石建物・土坑･屈曲した石組溝(水路D

顕著な遺構なし

15世紀後半～16世紀前半をピークと

した長方形屋敷割りの両側町

15世紀後半～16世紀後半の礎石・井戸など

礎石建物・旧同道護岸石垣・石垣・石敷

掘立桂建物２棟(4×2間)

顕著な遺構なし

顕著な遺橋なし

Ｌ字形の石垣

上層(江戸時代)石組溝・土坑、下層は

それ以前の礎石建物・土坑

礎石建物・ころがし根太使用の建物・

井戸・石垣・石組土坑

顕著な遺構なし
ｰ-
礎石・井戸・溝・土坑

土塁・溝・井戸・礎石など。

出二遺物

土師器・国産陶器・中Ｓ陶磁器・瓦・

青銅製品・鉄釘・Ｅ製品

土師器・国産陶器・中国陶磁器一銭貨

土師器・国産陶器・中国陶磁器

　　　　　　　　　　　　　　　　--土師器・中国陶磁器(青磁)

土師器・国産陶器・中国陶磁器一銭貨

ｒ
　
■

；

土師器・国産陶器・中国陶磁器・銭貨i

土師器・国産陶器・中国陶磁器・銭貨

土師器・国産陶器・中国陶磁器・銭貨・硯i

土師器・国産陶器・中国陶磁器・銭貨

土師器・国産陶器・中国陶磁器一銭貨

　　　　　　　　一-土師器・国産陶器・中国陶磁器一銭貨

土師器・国産陶器・中国陶磁器

土師器・国産陶器・中国陶磁器

土師器・国産陶器・中国陶磁器

土師器・国産陶器・中国陶磁器

土師器・国産陶器・中国陶磁器

土師器・国産陶器・中国陶磁器

土師器・国産陶器・中国陶磁器

土師器・国産陶器・中国陶磁器
--
土師器・国産陶器・中国陶磁器
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坂本城は明智光秀により下阪本の湖岸に築城された。
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Ｅ　　坂本城は明智光秀により下阪本に築城され

、その位置は、北は旧藤ノ木川
、

南は信教寺Ｅ

Ｅ　川

、東は琵琶湖、西は穴太から坂本に向かう下道の線の間と推定される
。　　　　　　　
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　●文献史料から

、
坂本城は明智光秀により下阪本に築城された

。

　　Ｏ「１５７１年

、

織田信長

、
明智光秀を坂本城に居さしむ」1）

　　O「明地（智）十兵衛志貴（賀）郡拝領

、
居城坂本」２）

　　Ｏ　「１５７１年

、明智、坂本に城を構え 、山頭を知行」３）

　　Ｏ　「１５７２年

、明十（光秀）、坂本において普請」４）

　　Ｏ　「１５７２年

、明知（智）十兵衛 、山王の敷地に新城を普請」４）

　　Ｏ　「明智は

、
都から四里ほど離れ

、比叡山に近く、近江国の大潮のほとりの坂本と

　　　　呼ばれる地に邸宅と城砦を築いた」５）

　　Ｏ　「明智光秀城址

、
東坂本に在り」６）

　●考古資料から

、
坂本城の範囲は

、下阪本の中で、ほぼ北は旧藩ノ木川
、

南は信教寺川

、

　　東は琵琶湖

、西は六大から坂本に向かう下道の線の間と推定され
、

本丸は湖に面した

　　水城で

、二の丸･三の丸があり、内堀、中堀 、
外堀があったと推定される

。７､８）

　　Ｏ　「西外堀は両社・酒井神社の西側に水路が残存」（但し遺構未確認

、もう少し狭いか）

　　Ｏ　「北外堀は旧藤ノ木川」（南面する石垣あり）

　　Ｏ　「南外堀は信教寺川が堀の名残」

　　Ｏ　「中堀は南大道町・北大道町付近の道路」（堀を埋めたとの伝承）

　　Ｏ　「内堀は東南寺川河口の三角州の最先端部分を囲む」（国道161号線西側に石垣）

　　Ｏ　「小字名として浄願寺

、阿弥陀寺の名が残っているが 、この二箇所の寺は北国街

　　　　道沿いの城下への入り口に配置されたものであろう」

　　Ｏ　「五期の遺構と二層の焼土が確認され

、五期の遺構とは 、

古くから

、１．坂本城

　　　　以前の遺構（焼失）

、２．光秀期の坂本城遺構（焼失）
、３．復旧時（羽柴秀吉期）

　　　　の坂本城遺構
、４．一部改築時遺構、５．移転後から江戸期の遺構」

　●後に坂本城は増・改築されたと考えられている

。

　　Ｏ　「１５８０年

、
惟任日向守

、
坂本の城を普請」（増・改築工事と推定）４）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　旧藩ノ木川

岡社川

･Qa･-

東南寺川
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本能寺の産後、坂本城は焼け落ちた

文献的にも考古学的にも、坂本城は焼け落ちたことが認められている
●．．．．．．．．．．．
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●築城１０年後、本能寺の産後の明智光秀の敗死に伴い、坂本城は焼け落ちている。

　Ｏ　「１５８２年、光秀の娘婿、明智秀満は、瀬田や大津で秀古筆に妨げられながら

　　　湖に馬を乗り入れ、坂本城に入った。坂本城焼亡」９）

　Ｏ　（１５８２年、今日山にて見れば比叡山の東方大焼、必定坂本焼城ＪＩＯ）

　Ｏ　「１５８２年、坂本の城、天主放火」4）

　O　「光秀の妻女ともろともに自害し、城に火を放つ」11）

●考古学的にも、明智光秀の築城した坂本城は焼け落ちたことが認められている。8）

　○　焼失した光秀期の坂本城遺構が発掘されている

　○　坂本城跡から、光秀の時代の赤褐色の被災した瓦が投棄された状態で出土

　○　被災し変色した鬼瓦が、井戸や石組土坑中から焼土とともに出土

　○　坂本城炎上時に生じたとされる２種類の色調の瓦が出土

　ﾌﾞ包.
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坂本城は丹羽長秀により再建

、

浅野民政により東城

、

大津城へ移転
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　E　坂本城は丹羽長秀により再建され、浅野長政により東城、大津城へ移転された。

●

－
一
個

●・・Ｉ●・・．．ｊ

●その後、すぐに坂本城は丹羽長秀により再建されている。

　Ｏ　「１５８２年、丹羽長秀が跡地に坂本城再建」４）

　Ｏ　「１５８３年、坂本城にて秀吉による近江の知行割り実施」１ｏ）

　Ｏ　「１５８３年、坂本城に諸大名や諸武将がぞくぞくと礼門に訪れた」1o）

●さらに４年後、坂本城は東城された。

　Ｏ　「１５８６年、東城」１ｏ）

　Ｏ　「１６７８年、黒川道祐が下阪本を通りかかった際に、坂本城が七本柳のニ町ほ

　　　　ど北にあったと聞いた」１２）

　Ｏ　「１７３４年、坂本城の跡地に一寺を建てたのが「今津堂（東南寺）」であり、古

　　　城地の時の石垣、今に存す」11）

　O　「坂本城跡に堂建てる。今津堂という」13）

●坂本城は廃城に伴い大津城へ移転された。

　Ｏ　「その城（坂本城）を遷し、大津今の十四銭が屋敷の外、湖水の辺に築けり」12）

　O　「光秀の妻女ともろともに自害し、城に火を放つ。‥･その後、城を払って大津の

　　　浜に移す」11）

　O　「坂本城主に杉原家次、次に浅野良吉（畏敬）が坂本城主から大津城主へ」１４）

　Ｏ　「１５９６年、京極侍従（高次）大津の城へ御移り候」15）

●下阪本の町名と浜大津の町名とが一致することも、坂本城から大津城への移転が行わ

　れたことを示すと考えられている。

　Ｏ　「坂本の城を大津に移しし時、人家も亦従うて移る、小唐綾、絶間（大間）町、

　　　今にその跡坂本にあり」11）

　O「坂本町・小唐綾町・柳町・大間町・石川町等の町名、慶長五年巳後大阪（大津）

　　　落城の後坂本民家この地へ引き移る」16）

　O　「大津町儀、天正年中坂本落城の以後、人家大津へ引越し住居せしめ候」17）

●大津城がいつ築城されたかについての明確な資料はないが、文献史料から、坂本城の廃

城と大津城の築城とは同時期、むしろ同時であったと考えてよいのではないか。

　Ｏ　「１５８６年１月、秀吉の坂本下向、同年２月と５月には大津下向」4）19）

　O　「坂本城廃城七て大津引上」13）

●坂本城の廃城に伴い、坂本城の資材が大津城へ移転されたとする研究がある。

　Ｏ　「浅野最古（後攻）の大津築城に伴い、坂本城はその遺材を移転、廃城と化した」21）

　O　「天正１４年（１５８６）、坂本城の資材等の大部分は大津城へ移転されて、築城

　　　から約１５年余りで廃城と化した」8）



坂本城

監修・文゜中井均　イラスト＝香川元太郎
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坂本城の天守は大津城へ移築されたのではないか？
●‐●■●Ｉ・植●●・歯●●曙
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-

坂本城の大津城への移転に伴い、その天守も移築された可能性がある。
－
－
－
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●坂本城は大津城へと移転されたが、その際に大津城は坂本城をベースに築城されたと

　考えてよいのではないか。

　Ｏ　「湖に突き出した本丸や外堀･中堀･内堀など､坂本城と大津城の縄張りは類似」18）

　O　「大津城の堀は琵琶湖の水を引き込めない深さで、空堀であったか河川の水を引

　　　いたことも考えられる」19）、ことから、大津城の縄張りは坂本城に合わせたこと

　　　が考えられる

　Ｏ　「大津城の本丸は元々湖であり、埋め立てにより造成されている」19）ことから、

　　　大津城の縄張りは坂本城に合わせたことが考えられる

　Ｏ　「天守の位置は、大津城が本丸の中央部に、坂本城が本丸の北寄りにあった住居

　　　跡の南側付近にあった」19）とされ、両城の天守は同じ位置にあった可能性がある

　Ｏ　「大津城の本丸の横（東側）には家臣（佐々､鐘崎､安養寺）の住居があった」2o）

　　　とされ、坂本城の本丸横（南側）にも家臣の住居があった可能性がある

　○　坂本城廃城、大津城築城とも同一人物（浅野畏敬）が同時期（１５８６年）に実施して

　　　いる

　○　坂本城のあった下阪本と大津城のあった浜大津とはすぐ近傍である

●坂本城の天守も大津城へ移築された可能性がある。

　○　坂本城の瓦の出土位置から、「住居は瓦葺きではなく柿葺きまたは桧皮葺きであり、

　　　瓦葺きの主要な建物を想定すると『天主』などの主要な建物が該当すると思われ」

　　　7）と、坂本城跡出土の瓦は天守の瓦であろうとされる

　Ｏ「坂本城跡からは赤褐色の被災した瓦と灰黒色の瓦が井戸などに投棄された状態

　　　で出土し」8）、これらは光秀の時代のものと考えてよいことから、再建時の畏秀の

　　　時代の瓦の出土はほとんどみられないようであり、大津城築城にあたって、その

　　　瓦の一部は、再建坂本城の瓦が転用されたのではないか

　Ｏ　「大津城跡出土の瓦と坂本城跡出土の瓦とは同氾のものがある」22）､23）ことから、

　　　坂本城から大津城へという時期のずれを考えれば、大津城築城にあたって、その

　　　瓦の一部は、丹羽長秀による再建坂本城の瓦（明智光秀による創建坂本城の瓦を

　　　含むか）が転用されたのではないか

○

○

○

　「坂本城の天守は大津城へ移転された（後に膳所城へ）」との研究がある24）

　「坂本城の城門は、来迎寺の門に移転された」24）とされる

坂本城の石垣の石は下阪本の城跡地にほとんど残されておらず、大津城築城にあ

たって利用されたのではないか

●大津城の天守は彦根城へ移築されたことが証明されている。

　Ｏ　「１６０１年、大津御城の天守崩始」15）



○

○

○

　「大津城の天守は彦根城へ、その他の資材は膳所城へ移転された」19）

　「（彦根城）天主は京極家の大津城の殿守（天主）也、‥･棟梁浜野喜兵衛」25）

彦根城天主の隅木に「慶長１１年６月２日」の年号と「喜兵衛」の名前の墨書26）

　坂本城（丹羽長秀再建）は築城４年で廃城となっており、焼け落ちた訳でもないことか

ら、木材・瓦等の資材はまだ新しく、十分に転用可能であったと考えられる。特に瓦につ

いては、江戸期に桟瓦が発明されるまで用いられていた木瓦は貴重であり、城の移転にあ

たって当然転用したことが考えられる。坂本城の廃城と大津城の築城とが同時期に同一人

物により行われ、両城とも水城で縄張りが似ていることなどから、大津城は坂本城をベー

スに築城されたと考えられ、坂本城の天守は大津城へ移築され、さらに彦根城へと移築さ

れたと推定される。
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　左：坂本城跡出土軒丸瓦、右：大津城跡出土軒丸瓦

大津城跡出土の瓦と坂本城跡出土の瓦とは同氾
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坂本城の構造

　文献史料や考古資料（出土瓦など）から、坂本城には天主があり、小天主と大天主の二

つがあったと考えられているが、その詳細な構造に関する資料はなく不明である。

坂本城は水城

坂本城は琵琶湖に面した水城であった。
●

ｌ●Ｉ‐●‐‐●●■●●●偏盾●●●‐●奮●●‐‐●

喝
畠
－

ｌ

●Ｉ●噛・霜●●●●
－
Ｉ
－
－

置・霜・■屋置置置屋屋‐

-

●文献史料からも考古資料からも
、

坂本城は水城であった。

　Ｏ　「から崎のーつ松一見し、坂本の町に一泊、そのまま明智殿城を漕ぎまわり」27）

　O　「御座船を城の内より乗り
、

坂本城から安土へ向かう」28）

　O　「坂本城の茶会が浜の方の御座敷で行われた」28）

　○　先に示した考古資料から

、

湖に面した天守閣

、
外堀・中堀・内堀の存在7

､8）

坂本城には天守があった

●●●腫膿●膿･●･‐曝機嘩･麟機●機機膿膿膿‐･露機機●膿‐‐‐眼屋‐腫‐‐腫‐膿‐･腫‐腫‐腫●腫●膿喝●機電機機‐舗膿膿‐腫･･電間胃馨‐■機膿機墓機暑膿膿‐腫犀･I●機●録膿腫膿●●●

坂本城には、文献的にも考古学的にも（大）天守があり

、小天守もあったと考えられる。Ｅ

●文献史料から、坂本城には天守があったと推定される。

　O　F城中・天主の作事‥･驚目Ｔｊ４）

　Ｏ　「天主の下に立つ小座敷」４）

　Ｏ　「小天主において茶湯あり」４）

　Ｏ　Ｆ明智は坂本と呼ばれる地に邸宅と城塞を築いたが、それは日本人にとって豪壮

　　　華麗なものであった。‥･羽柴の軍勢が坂本城に到着したとき、多量の黄金を窓か

　　　ら海に投げ、最高の塔に立て篭もり、‥･塔に放火」5）

　O　F最高の塔jという表現から、天守があった可能性29）

　O　「坂本の城、天主放火」４）

　Ｏ　「主殿にてしばらく相侍す」4）

　O　F高層の天主を中心にすえた、かなり豪壮な城だったらしい」19）

　O　「坂本城には大小二つの天主（守）が築かれていた」3o）

●出土瓦から、坂本城には天守があったと推定される8）。

　O　「瓦葺の主要な建物を想定するならば、『天主』などの主要な建物が該当すると思

　　　われ、…とりわけ調査地の南側付近に『天主』が築かれていた可能性が極めて高

　　　い」とされる

　Ｏ　「銃瓦や鬼瓦が出土し、特に鬼瓦は火を受けて赤褐色に変色し、被災した瓦が井

　　　戸や石組土坑中から焼土とともに処理された状況で出土していることから、発掘

　　　された建物の屋根に葺かれたものではない可能性が指摘されている（建物は柿葺

　　　きか桧皮葺きと推定）j－これらは焼け落ちた天守の瓦ではないかと推定される。

　Ｏ　「２種類の色調の瓦が出土しているが、これらは坂本城炎上時に生じたものと理



- 4 、

解でき、一つは火災時に屋根上に長時間存在、一つは短時間の内に星根から地上

に落下したものと指摘されている」－これらは焼け落ちた天守の瓦ではないかと

推定される。

中々　均　r俊英　明智光秀』
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坂本城の天守は四層五階か？
●●１●●●●●●●●●●●●●・●●●●●●・・●●●●●●●●●●●ＩＩ●●●●●Ｉ●●●●●●●●●●●●●●●●●●・Ｉ－

－
Ｉ
槽

-

　坂本城の天守は、彦根城や大津城の構造から四層五階であったのではないか

。

凰･麗昌麗爾麗●●菌麹鶴麹菌･‐‐･瞳●･‐電麗麗曝働･菌●麗･菌菌言看‐麗麹馨●毒菌菌菌麹麗麗菌麗曝噛●麹麗麗重･竃麗●●●露夥菌●麗菌●‐●●菌●菌●麗麗･瞰●麹●●菌麹麹●麹●●麗‐

●坂本城の天守は四層五階であったのではないか

。

　Ｏ　「坂本城には小天主や櫓があったようで

、
櫓が二層二階

、小天主が三層三階とす

　　　れば、大天主（天守）は四層四階以上であった可能性があり

、天主は三層三階以

　　　上と推定」31）

　O　「彦根城の前身建物である大津城の天主は四層･五階」19）

　O　「彦根城の天主は

、四層･五階の大津城の天主を少し小さくした三層･三階」32）

　○　大津城の天守の木組が推定復元されている33）

　坂本城から大津城へ城の移転が行われ、城の縄張りなどから坂本城がそのままの形で大

津城へ移築されたと考えられることから、天守も移築されたことが推定され、また大津城

　（四層･五階と推定されている）から彦根城（三層･三階）へ天守の移築が確認されている

ことから、坂本城の天守は大津城と同じ四層･五階であったのではないか。

　江戸時代又はそれ以前に築かれた天守で、現存するものは１２あり、その中で四層五階

の天守として高知城のものが残されている。これらから、坂本城の天守の構造を考えるの

に、彦根城をベースに高知城を参考に推定可能ではないかと考えられる。
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